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Windows XP Javaキャッシュクリア・アップデート手順 

 

※InternetExplorer は終了させた状態で実施して下さい。 

(以下のような画面が表示されていた場合は、「後で」をクリックして下さい) 

 

 

①「スタート」→「コントロール パネル」をクリックします。 

 

カテゴリ表示の場合、「クラシック表示に切り替える」をクリックします。 
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(クラシック表示の場合は、そのまま②へ進みます) 

 

 

②Java のアイコンをダブルクリックします(次の画面が表示されるまで、数分かかる場合があります) 
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③Java コントロールパネルの「一般」タブ内にある、インターネット一時ファイルの 

「設定」をクリックします。 

 

④「ファイルの削除」をクリックします。 
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⑤「トレースおよびログ・ファイル」「キャッシュされたアプリケーションおよびアプレット」 

 にチェックを入れ、「OK」をクリックします。 

 

 

⑥下記の画面に戻ったら、「OK」をクリックします。 
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⑦「OK」ボタンをクリックし、Java コントロールパネルを閉じます。 

 

 

 

⑧Java をダウンロードするために、以下の URLにアクセスします。 

 

 

 

※:サイトの更新等により、ダウンロード時のファイル名、バージョン等が 

画像と異なる場合があります。

http://www.java.com/ja/download/manual_java7.jsp 

http://www.java.com/ja/download/manual_java7.jsp
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⑨「Windows オフライン (32bit)」をクリックします。 

 

 

『保存』を選択し、デスクトップなど任意の場所に保存します。 

 

 

⑩インターネットエクスプローラなどすべてのアプリケーションを閉じます。 
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⑪保存したファイルのアイコンをダブルクリックします。 

 ＜セキュリティの警告＞画面が表示されます。 

 「実行」ボタンをクリックします。 

 

 

⑫Java セットアップ画面で「インストール」をクリックします。 
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⑬InternetExplorer や Java コントロールパネルを終了するように表示された場合は、 

それらを終了させた後、「プログラムを終了して続行」をクリックして下さい。 

(保存していないデータがある場合は、終了させる前に保存を行って下さい) 

  

※下記のメッセージが表示された場合、 

インストール済みのため、いいえを押して手順は終了になります。 
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⑭以下のような画面が表示された場合は、「OK」をクリックして下さい。 

  

 

⑮インストールが終了するまで、しばらくお待ち下さい。 

  (お使いのパソコンによっては、時間がかかる場合があります) 

 



                                    

10 

 

 

※＜セキュリティ・プロンプトの復元＞画面が表示された場合、 

 チェックを外して『次へ >』ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑯完了画面が表示されたら、「閉じる」をクリックして画面を閉じて下さい。 

 

 

⑰お使いのパソコンを再起動させ、更新手順は終了となります。 


